
災害用伝言サービス
地震や洪水などの災害発生時は、電話利用が急激に増加し、電話がつながりにくい状況が数日間続くことがあります。
このような場合は、「災害用伝言ダイヤル（171）」・「災害用伝言板サービス」・「災害用伝言板（web171）」が開設されます。

災害用伝言板

メッセージの
登  録

メッセージの
確  認

安否状況を確認したい相
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このサービスは、大規模な災害が発生
した場合、「声の伝言板」（安否情報）の
役割をする電話サービスです。被災地
内とその他の地域の人々との間などで、
伝言の登録・再生をすることができます。

災害用伝言ダイヤル

携帯電話を使って被災者は安否状況の
伝言を登録し、外部の人がその伝言を
確認できます。携帯電話のトップメ
ニューから「災害用伝言板」を開き、伝言
の登録・確認を行います。

災害用伝言板サービス

１ ７ １ をダイヤル

１ を押す

伝言を録音する

１ ７ １をダイヤル

２を押す

伝言を再生する

被災地内の方も、被災地以外の方も被災地内の方も、被災地以外の方も
被災地の方の電話番号を「市外局番」からダイヤルしてください
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毎月1日・15日、正月三が日、および防災週間（８月30日～9月5日）
防災とボランティア週間（1月15日～1月21日）

体験利用日

伝言の録音方法 伝言の再生方法

この総合防災ガイドマップは、市民のみなさんに防災に関する情報を提供し、事前の備えに役立てていただくことを
目的に、自ら危険箇所を、シールなどを用いて書き込める仕様としています。災害に対しては日頃からの備えが重要
です。各家庭や地域で次のようなことを確認し、避難場所や避難経路などはマップに記入しておきましょう。地域の防災力を高めるために町会や自主防災組織に加入しましょう。

備え  （隣近所とのコミュニケーション）

しましょう

町会に加入しましょう

自主防災組織に参加しましょう

わが家のマイマップを作ろう

災害時には地域での助け合いが大切です。
過去の大震災では、近所の人々によって救われた命がたくさんあります。
町会（自治会）を通じて普段からご近所さんと顔の見える関係を作りましょう。

「私たちのまちは私たちで守る」という地域住民の思いと連帯意識の下に、町会(自治会)を基に自主的に
結成された一番身近な防災活動組織です。お住まいの地域に組織があれば防災訓練などの活動に積極
的に参加しましょう。
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発行 ： 松原市

〒580-8501　大阪府松原市阿保1丁目1番1号
TEL　072-334-1550（代表）

松原市総合防災ガイドマップ

※掲載内容は令和2年3月1日現在のものです。
発行後、掲載情報に変更がある場合もありますのでご了承ください。
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案内に従って操作してください。https://www.web171.jp/災害用伝言板（ｗｅｂ１７１）

マイマップ作成例

次に、目標とする避難先を確認して、避難所シール
を貼り、避難先までの経路を考えてみましょう。浸
水範囲にかかる道路や橋、地下道、狭い道路は避
けるコースを設定しましょう。

あなたの家はどこですか？ス
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▲自宅シール

▲避難所シール

洪水
地震自宅

指定避難所22
実際に避難経路を歩いてみよう
家族みんなで避難先まで歩いてみましょう。洪水
ハザードマップを持って危険なところなどをチェッ
クしながら歩き、安全で避難しやすい経路や所要
時間を確認しましょう。
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▲危険箇所シール

33
洪水ハザードマップに書き込もう
安全に避難先まで行けるように、わが家の避難
地図（マイマップ）をつくりましょう。記入例を参
考に、ステップ3で調べたことを書き込んで、一番
安全な経路を確かめましょう。
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まず、洪水ハザードマップであなたの家を探して、
予想されている被害の有無・程度（浸水範囲に
入っているか、浸水深は何mか、など）を確かめ、
自宅シールを貼りましょう。

池の周り注意！

指定避難所

添付の添付の

●災害が起こったときに避難する場所（指定避難所・指定緊急避難場所）、
避難経路、避けるべき場所（危険箇所）などを家族で話し合いましょう。

●話し合いの結果をもとに、マイマップシールを使って「わが家の避難場所
洪水ハザードマップ（マイマップ）」を作成しましょう。

マイマップシールを貼って、より分かりやすくしよう

33 34
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情報の入手方法

mackey@emp-sa.smart-lgov.jp

インターネットによる防災情報の入手先

●市では、防災に関する情報をお届けする手段として、防災アプリを運用して
います。このアプリをダウンロードすることで避難所開設情報などをプッシュ通知
で受け取ることができます。

●市では、災害時や重大な事件が発生した時などに安全･安心に関する情報を
　メールにて配信しております。

に空メールを送るか、
右記のQRコードを読み取って登録手続きを行ってください。

防災アプリ「ハザードン」

松原市安全安心メール

市ホームページを
ご覧ください。

Android ご利用の方

i Phone ご利用の方

アプリのダウンロードはこちらから
マップで確認

携帯電話から登録する場合

アプリの設定方法はこちらから

洪水による浸水想定区域
最寄りの指定避難所など

1

この総合防災ガイドマップは、市民のみなさんに防災に関する情報を提供し、事前の備えに役立てていただくことを
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裏面

洪水ハザードマップ

● 大和川 索引図

21

浸水継続時間

● 西除川 索引図　 　
● 東除川・落堀川 索引図

家屋倒壊等氾濫想定区域

● 大和川　● 西除川
● 東除川　● 落堀川

マイマップの説明
シールの使い方　等

非常持ち出し品のリスト
わが家の防災メモ

● 西除川 詳細図

● 東除川・落堀川
              詳細図
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ガイドマップ
総合防災
ガイドマップ
総合防災

非常持ち出し品のリスト

わが家の防災メモ
わが家の避難先（親類宅・避難所など） いざというときの連絡先

家族の名前 会社・学校の電話番号会社・学校名 携帯電話番号血液型

□飲料水（1人1日2～3リットルを目安）
□非常食（缶詰、乾パン、レトルト食品など）
□携帯食（チョコレート、キャンディーなど）
□粉ミルクと哺乳瓶（赤ちゃんがいる場合）

□衣類（厚手の物と薄い物）
□下着類
□タオル、毛布
□手袋、軍手
□寝袋
□雨具
□帽子

□筆記用具（油性マジック）
□洗面用具
□ロープ
□布ガムテープ
□使い捨てカイロ
□貴重品

□懐中電灯（予備電池）
□携帯ラジオ（予備電池）
□ウエットティッシュ
□ポリ袋（ビニール袋）
□新聞紙
□ナイフ、缶切り

□マスク
□トイレットペーパー
□生理用品
□紙おむつ
□携帯電話（充電器・バッテリー）
□カセットコンロ・ガスボンベ

食料 衣類など救急・安全対策

日用品など

□常備薬（胃腸薬、かぜ薬など）
□包帯、ガーゼ、ばんそうこう
□傷薬、消毒薬
□持病のある方の薬
□ホイッスル
□地図（ガイドマップ）

日頃から、7日分の飲料
水と食料を、備蓄品とし
て常備しておきましょう。

測量法に基づく国土地理院長承認（複製）R 1JHf 1339 本製品を複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければならない

永久保存版永久保存版

ー浸水のおそれがない場所へーー浸水のおそれがない場所へー

鳴ったら
サイレンサイレン
すぐ避難！避難！

消防　火事・救急
警察　事故・事件

119番
110番

※災害または緊急時は、日用品などが売り切れる状態が続くため、あらかじめ購入して備えましょう。

● 大和川詳細図 1
2
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ローリングストック法とは、定期
的（１か月に１～２度）に食べて、
食べた分を買い足し備蓄して
いく方法。食料品・生活消耗品
の備蓄には「ローリングストック
法」が有効です。

食べながら備えるため賞味期限が
短いレトルト食品等も非常食とし
て扱うことができます。賞味期限
を考えながら計画的に消費し、消
費した分は新たに購入するように
しましょう。

ローリングストック法

ローリング
ストック法

食べる
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え
備

買い足す

備蓄品の食料

避難が必要になった場合に備えて、備蓄品は、7日分（最低3日分）を目安に準備しましょう。
リュックサックなどにまとめて、いつでも持ち出せる場所に保管しておきましょう。
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